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東京ちどり病院 通所リハビリテーション NO４. 2022年10月号外

みなさま、こんにちは！
一気に秋が深まってまいりました。いかがお過ごしでしょうか。

みなさまに、大切なお知らせがあり、初の号外を発行いたしました。

当院では、通所ご利用開始から6か月間は毎月1回、原則第4週目に、リハビリテーション会議を行ってお
ります。
☆リハビリテーション会議とは？
当院医師の診察のもと、当院通所のご利用目的（訓練目標）の確認や調整、だけでなく、当院通所ご利用に
おける医学的留意点の把握、さらに生活における様々な課題解決のための相談などを目的として行います。
参加者は、ご本人、ご家族、ケアマネジャー、当院通所職員（医師 リハビリテーション職員、介護職員）
です。

当施設開設後、先月の9月まで、医師は本田 久樹が参加しておりました。
突然のご連絡で、甚だ恐縮ですが、誠に勝手ながら、2022年10月より以下に変更いたします。

●2022年9月まで：医師 本田 久樹 → 2022年10月以降 本田以外の当院医師が対応

今後は当院の病棟、外来で対応している医師が、日替わりでの対応とさせていただきます。
ご心配、ご迷惑をおかけし恐縮ですが、今までと同様に、誠心誠意対応してまいります。
何卒ご理解のほど、よろしくお願いいたします。

院長 羽田野 展由 医師 藤田 英理

職員から見た人柄：
当院の院長です。
ご入院中のみなさまからは、
「とにかく、優しい先生」とお声をいただきます。
不安を抱えているみなさまに、どのように安心
していただけるかを心がけながら、診察されて

いるように見えます。

職員から見た人柄：
パワフルで、頼りがいがあります。とても気さくで、何
かと話題が豊富です。「患者さんや患者さんご家族も
含めた生活とは何か」を大切にして、診察されている
ように見えます。

みなさまへのメッセージ
これからみなさんに、お目にかかる機会が増えると
思います。よろしくお願いいたします。

みなさまへのメッセージ
いつまでも元気に楽しく過ごしてまいりましょう。よ
ろしくお願いいたします。

医師 上原 豊彦

職員から見た人柄：
とても物静かで、穏やかです。少しでも穏やかにみなさまが生活を送
ることができるように、さりげなく心を配られながら診察されているよう
に見えます。

みなさまへのメッセージ
普段は外来や緩和病棟などで診察をしています。お目
にかかったときは、よろしくお願いします。


